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梁
はり
が剥

む
き出

だ
しの天

てん
井
じょう
裏
うら
。この梁の隙

すき
間
ま

をくぐり抜
ぬ
け、時計職人はメンテナンス

のために時計塔に入
はい
ります。昔

むかし
はライ

トもなく暗
くら
闇
やみ
だったそうです。

文翔館時計職人（桝
ます
谷
や
時
と
計
けい
店
てん
）

桝谷秀
しゅう
一
いち
さん

今
こん
回
かい
は文翔館のシンボル「時計塔」のお話

はなし
。現
げん
在
ざい
日本で動

いているものの中
なか
で、札

さっぽろ
幌の時

と
計
けい
台
だい
の次
つぎ
に古く、文翔館が

創
そう
建
けん
された1916年

ねん
（大

たい
正
しょう
5年）から100

年以
い
上
じょう
の時
とき
を刻
きざ
んでいます。この時計塔の

仕
し
組
く
みを作

つく
ったのは山

やま
形
がた
市
し
生
う
まれの時計

職
しょく
人
にん
だった阿

あ
部
べ
彦
ひこ
吉
きち
。以
い
前
ぜん
は館

かん
内
ない
に50

機
き
ほどの子

こ
時
ど
計
けい
があり、時計塔の親

おや
時
ど
計
けい

と連
れん
動
どう
させて時

じ
刻
こく
を合

あ
わせる仕組みでし

た。時計は、装
そう
置
ち
からワイヤーで吊

つ
り下

さ
げ

られた分銅（重り）を巻
ま
き上

あ
げ、少

すこ
しずつ分銅が下

さ
がる力

ちから

で時計の針
はり
を動かす「重

じゅう
錘
すい
式
しき
」。分銅は５日

か
くらいで下がっ

てしまい、また古い時計なので多
た
少
しょう
のズレが出

で
るため、現

在も５日に１回
かい
時計職人が分銅を巻き上げたり、時

じ
間
かん
の

調
ちょう
整
せい
などの管

かん
理
り
をしています。時計本体がどこで作られた

のかは今
いま
も謎
なぞ
のままですが、ビッグ・ベンなど時計塔の文

ぶん

化
か
で知

し
られるイギリスではないかといわれています。

時計の本
ほん
体
たい
は2.5畳

じょう
の空
くう
間
かん
に！

電
でん
気
き
ではなく、分

ふん
銅
どう
の重
おも
さで動いています。

時計職人だけが時計職人だけが歩歩
あるある

くく暗暗
くらくら

くてくて狭狭
せませま

いい通通
つうつう

路路
ろろ

時計の装置にはたくさんの時計の装置にはたくさんの歯歯
はは

車車
ぐるまぐるま

が！ 時計を動かす分銅 文文
もも

字字
じじ

盤盤
ばんばん

は４は４方方
ほうほう

向向
こうこう

からから見見
みみ

えるよえるよ

分銅を巻き上げ、エネルギーを分銅を巻き上げ、エネルギーを確確
かくかく

保保
ほほ

！！

100年以上も変
か
わらない時計の装置。

小さい歯車から大きい歯車へと、動
どう
力
りょく

を伝
つた
えます。

時計の装置から吊り下がる分銅。重さ
26.5キログラムの分銅が、この時計を
動かす力となっています。

山形のシンボルとして、テレビや映
えい
画
が
にも出てくる

時計塔。100年以上も前
まえ
から時を刻む時計は山

形を象
しょう
徴
ちょう
するシンボルだと思

おも
います。ぜひ近

ちか
くで

見
み
上
あ
げてみてください。そして、山形の歴

れき
史
し
を感
かん
じ

てほしいです。

文字盤の大
おお
きさは直

ちょっけい
径１メートル。１

つの動力で４面
めん
の時計を同

どう
時
じ
に動かし

ているので、どの方向からでも時間が
わかります。

山
やま

形
がた

県
けん

郷
きょう

土
ど

館
かん

「文
ぶん

翔
しょう

館
かん

」後
こう

編
へん

日
に
本
ほん
で稼

か
働
どう
している時

と
計
けい
塔
とう
では２番

ばん
目
め
に古
ふる
い文翔館の時計。

一
いっ
体
たい
どうやって動

うご
いているの？

最上川舟下りの船頭のお二人。最上川舟下りは、最上
川の雄大な自然の中を、船頭の舟唄と名調子を聞きな
がら、屋形船で下ります。皆さんも、東北中央自動車道
を使って、各地に足を運んでみてはいかがでしょうか。
（撮影協力 ： 最上峡芭蕉ライン観光株式会社）
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｜ 県民の皆さまへ
｜ 特集

｜ 奏であう人
｜ 潜入レポート！

国際交流から山形の価値を再発見
山形県郷土館「文翔館」後編

知事メッセージ
未来へつなぐやまがたのみちづくり
～東北中央自動車道開通を生かす！～


